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コーティング野菜種子の実用性と省力効果
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1　は　し　が　き

野菜の機械化，省力化のため，これまでも播種方法の技

術確立が図られているが，小粒種子の野菜は播種精度が意

く，種子量も多く，したがって間引き作業にも多くの時間

を要し，種子代も高価となる欠点があった。これらの欠点

を補う方法として，コーティング種子の利用があり，その

実用性について検討したので，その結果を報告する。

2　試　験　方　法

川　供試条件

日　発芽試験‥‥‥12号（3．5×3．8（職角）ペーパーポッ

ト使用NK育苗箱（320×570×55％）育苗

供試作目……　レタス，ダイコン，ニンジン．キャベ

ツ，ハクサイ。

播種期……　7月1日

2）レタス栽培試験

①　栽培様式：夏播きマルチ移植栽培

（診　供試種子：住友化学コート種子

⑧　播種期：7月11日

④　定植期：8月5日（育苗日数25日）

（診　育苗方法，寒冷紗被軌こよる無移植育苗，12号

3．5×3．8鱒角）ペーパーポット使用NE育苗箱使

用，

（砂　裁縫距離，120×30用．条間45m2条植（5．555

株／108）9．230Bフイルム使用

⑦　施肥量．苗床（銑／虎），炭カル120，堆肥2，000．

UF苗床複合300

本圃（んか／108），炭カル120．堆肥2．000．N－12

P205－26．2．E20－12

3　試験結果及び考察

（1）作目別コーティング種子の発芽状況

NX育苗箱における発芽試験では．レタス，コーティング

種子は発芽率9川，裸種子97％でやや劣った。

ダイコンでは，コーティング種子77％．裸種子70％でコ

－261－

－テイング種子の発芽率がまきった。

短根ニンジンのコーティング種子は35％，裸種子52％

で，コーティング種子の発芽率は大幅に下回り実用上問題

であろう。

キャベツ．ハクサイのコーティング種子は裸種子よりも

発芽率が高く実用性が高いことが認められた。

衰1　コート種子発芽試験（昭56年）

試 験 区　　　　　　　 項 目 発 芽率 α）

レ　 タ　 ス

（トップマーク）

コ　ー ト種 子 91

裸　 桂　 子 97

ダ イ コ ン

（耐 病 総 太 り）

コ ー ト種 子 77

裸　 種　 子 70

ニ ン ジ ン

（U 8 春蒔五寸 ）

コ ー ト種 子 35

裸　 種　 子 52

キ ャ ベ ツ

（グリーンボール）

コ ー ト種子 76

裸　 種　 子 73

ハ ク サ イ
（春秋 ハクサイ ）

コー ト種 子 91

裸　 種　 子 88

刷　播種労力の差異（レタス）

播種時間の比較を，NE箱使用12号ペー′ヾ－ポットで．

1穴手播き3粒と．播種板1粒播きで検討した結果。

手播きの場合，コーティング種子と．裸種子の1箱当た

り播種時間を比較するとコーティング種子区が4分34秒で，

裸種子区より19％軽減された。

憂2　種子による播種労力の差異（レタス）（暗56年）

項 目

試験区

播労 播 追 播合 対 10　 所

働
種時

珪

精
度

播

時

計

時

裸
種
子
比

き毒害

の間 （％） 間 種間 （％） り　 間

課種子 手播 き 5分38秒 100 0 5分刃秒 100 3．948

コート
桂 子

手播 き 4分34秒 100 0 4分封秒 81 3．192

播種坂 32秒 71．8 54 秒 1分あ秒 26 1．008

注．NE箱1箱当たりの播種時間（1ポット当たり
手播き3拉・播種板1粒播き）
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また播種板を使用した場合は．1拉点楢であるので，播

種精度71．8％．迫播手播き時間を加えても裸種子手播き比

26％と大幅に軽減された。

これを108に必要な育苗箱ゼ箱の所要時間で比較して

みると．裸種子手播き区が約4時間，コーティング種子手

播き区3．2時間，播種板区1時間で大幅な労力軽減となった。

（8）間引き時間（参考．長野野菜花弁試資料によろ）

間引き時間は．慣行点播（裸種子）とコーティング種子

1粒点播の機械播き後の人力による普通の速さで間引した

時間が，108換算で12．6時間と．4．4時間，その差8．2時間，

比較で65％少なくなることが判った。

蓑3　間引労力

種　 類

項 目

試験区

平間 10間 間平 10間時 同債

均 至芸 引均 8引
当き

行

（作期） 発 後株 た所 対
芽隔 り数 の数 り要間 左比
（叫 （本） （叩） （時間） （％）

レタス

（春作）

慣行 点 播 27．0 456 27．0 12．6 100

コート種子
単粒 播種 10．6 55 26．4 4．4 34．9

（4）夏播きレタス・マルチ移植栽培

1）発芽状況

トップマーク．マイレタス共に発芽日数は1日の違い

で，コーティング種子の発芽が裸種子よりやや遅れる傾向

を示した。発芽はコーティング桂子が裸桂子に対してマイ

レタスでは3％劣る僅差であったが．トップマークでは9．4％

劣り発芽はやや劣る傾向であった。しかし苗床での欠株率

は1％内外と小さくコーティング種子は欠株を考慮すれば

実用性に問題はないと思われる。

蓑4　発芽状況

調査項目

試験 区

発 日
芽
ま

発日
芽
そ

播種後17日（7．28）発対

芽窪

苗
床
欠供 発 発

で ろ 試 芽 芽 率子 株
の数 い歎 個 個 率 の比 率
（日） （印 体 体 （％） （％）（％）

トップ

マーク

（D 裸種子 4 5 2，160 1，875 86．8 100 0．8

② 忘 ‾呈
5 6 2，160 1．671 77，4 89 1，4

マ　 イ
レタス

③ 裸種子 4 5 2，160 2．042 94，5 100 0．3

④ 忘 ‾与
5 6 1．296 1，184 91．4 97 0．5

注．1ポット当たりの播種は3粒

2）生育及び収量

播種後61日の生育中期から収偉時までを比較すると，コ

ーティング種子区は両品種共に，生育中期で．彙数の増加．

葉長の伸長でやや裸種子区より劣ったが後期から収穫時に

生育の増加がみられ仁裸種子区を上回った。

球の肥大は．異常低温年のため，全般に意かったが，コ

ーティング種子区はやや劣る傾向がみられ球重比でトッ

プマーク97％，マイレタスで87％となった。

収量は・不結球の発生により区間差があり・コート種子

区，トップマーク5％増収，マイレタス．1川減収となり．

また規格別割合及び収量についても．裸種子区に対する、

定傾向は認められなかった。

表5　生育の差異

調査項 目

試験区

9．10
幣 警）

生対

芸軍

の比

彙対

裸

長種

9．25

（幣 讐）
葉対

裸

長種生 庖 閲 最

彙

叔

大
薬
長

子

の比
張

度

大
葉
長

子

の比

．倣 ）（用） （％） （％） （（叫 （用） （％）

トップ

マーク

（彰 裸種子 8．8 14．2 100 100 3 2．3 17．9 100

⑧ 忘 【与
8．1 13．1 92 92 3 2．9 18．2 102

マ イ
レタス

（参 裸種子 8．3 14．7 100 100 34．0 18．7 100

④ 忘 弓
8．1 14．9 98 10 1 33．7 18．8 101

注・結球期のため生葉数は未軌定

蓑8　収量調査

調 査項 目

式験 区

朗 外 最大集
い1

全

t

球

垂

球の大 き さ　¢■） 障害球率
眺）

10収

a

張

度

葉

数

た

て

よ

こ

た

て
よ
こ

腐

敗

不
結

当
た
り量（（■）（枚） け） け） 径 径 球 恥 ）

トップ

マ ーク

（お 株種子 39．9 13．8 19．2 22，4 529 289 9．7 9．3 0 20．0 1．195

⑧ 忘 ‾主
45．0 13．9 20．9 23．1 562 260 9．2 9．1 0 13．3 1．252

マ イ

レタス

（勤 棟種 子 43．3 11．1 2 1．4 23．7 机9 3 32 9．6 10．6 0 13．3 1．599

④ 昌 ‾妄
39．0 12．2 2 1．5

l
24．0 528 2 88 9．7 9．5 0 10．0 1．430

注．収種期　10月30日

4　ま　　と　　め

レタス，ハクサイ．キャベツ，ダイコンのコーティング

種子利用は．発芽及び初期生育，欠株発生の状況をみれば，

コート睦子の実用性が認められた。

また育苗，播種及び間引に大きな労力割合を占める作型

では，種子量の軽減，播種．間引きの大幅な省力効果が可

能である。

コーティング種子の利用は，播種墨が1穴1～2粒でよい。
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